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〝
山
と
心

に
木
を
植
え

る
〞
を
合
言

葉
に
、
森
づ

く
り
活
動
を

実

践

す

る

「
森
び
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第

３
回
総
会
に
参
加
し
た
▼
コ
ロ
ナ

禍
で
の
感
染
防
止
策
を
工
夫
し
つ

つ
、
地
球
温
暖
化
に
歯
止
め
を
か

け
る
べ
く
地
道
な
活
動
を
し
て
い

る
仲
間
に
は
頭
が
下
が
る
。
総
会

で
各
地
区
の
取
組
み
が
報
告
さ

れ
、
未
来
へ
の
土
壌
を
創
り
出
し

て
い
る
と
実
感
し
た
。
特
に
福
島

県
南
相
馬
市
の
「
森
の
防
潮
堤
づ

く
り
」
の
進
捗
状
況
が
語
ら
れ
、

力
強
く
推
し
進
め
て
い
か
な
く
て

は
と
共
感
し
た
▼
自
分
自
身
も
、

こ
れ
ま
で
足
尾
に
行
き
、
土
壌
づ

く
り
・
育
苗
・
植
樹
・
除
草
な
ど

体
力
勝
負
の
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
か
つ
て
足
尾
の
山
は
、
土
壌

が
風
雨
で
流
さ
れ
、
石
と
砂
だ
け

で
、
緑
が
な
い
ハ
ゲ
山
と
な
っ
て

い
た
。
ど
の
よ
う
に
森
を
蘇
生
さ

せ
る
の
か
、
本
当
に
で
き
る
の
か

と
疑
っ
た
。
当
時
、「
木
は
根
、

根
は
土
、
土
が
な
け
れ
ば
運
べ
ば

い
い
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
。

土
壌
を
作
り
、
育
苗
、
植
樹
と
果

て
し
な
い
計
画
だ
と
感
じ
た
が
、

困
難
な
道
程
を
切
り
開
い
て
植
樹

を
終
え
、
環
境
整
備
に
入
っ
た
と

聞
き
、
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
▼
Ｊ

Ｒ
東
労
組
も
同
じ
だ
。
こ
の
取
組

み
を
胸
に
、
組
織
の
〝
土
壌
〞
を

つ
く
り
、
組
織
強
化
・
拡
大
に
向

け
奮
闘
し
て
い
こ
う
。

 

（
Ｓ
・
Ｓ
）

　「
第
41
回
定
期
大
会
」
で
は
、
代
議
員
12
名
か
ら

リ
ア
ル
な
職
場
実
態
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
職
場
で
は
発
生
す
る
事
故
・
事
象
に
対
す
る
原
因

究
明
の
取
り
組
み
や
、
日
々
の
安
全
・
安
定
輸
送
の

確
保
に
向
け
奮
闘
す
る
中
、
様
々
打
ち
出
さ
れ
る
施

策
に
よ
っ
て
職
場
で
の
働
き
方
が
大
き
く
変
わ
り
、

委
員
会
や
各
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
よ
る
負
担
が
増

加
し
て
い
る
実
態
や
、
世
代
交
代
・
施
策
の
過
渡
期

に
お
け
る
教
育
・
訓
練
・
人
材
育
成
の
課
題
が
あ

り
、
事
故
・
事
象
の
背
後
要
因
に
は
社
員
の
教
育
が

不
十
分
で
あ
る
が
故
に
、
経
験
が
積
み
あ
が
ら
な
い

職
場
実
態
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
現
業
機
関
に
お
い
て
は
、
主
た
る
業
務
を

担
い
な
が
ら
、
企
画
業
務
や
委
員
会
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、「
慣
れ
な
い
業
務
を
し

な
が
ら
の
乗
務
で
は
負
担
が
大
き
く
、
主
た
る
業
務

で
の
落
と
し
穴
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
発

言
も
あ
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
職
場
で
進
め
ら

れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
お
い
て
、
作
業
を
進

め
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
の
意
識
か
ら
乗
務
の
合
間

等
で
も
作
業
に
追
わ
れ
る
実
態
や
、
管
理
者
か
ら
は

超
勤
抑
制
さ
れ
る
実
態
、
休
み
の
日
で
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

で
の
判
断
を
求
め
ら
れ
る
等
の
発
言
が
あ
り
、
個
人

貸
与
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
取
扱
い
や
労
働
時
間
管
理

に
つ
い
て
は
今
後
の
大
き
な
課
題
で
す
。
実
際
、

乗
務
中
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
乗
務
と
は
関
係
の
な
い
内

容
を
閲
覧
し
て
い
る
事
象
も
発
生
し
、
安
全
第
一
の

意
識
が
薄
れ
る
こ
と
を
危
惧
し
ま
す
。
ま
た
運
転
業

務
と
企
画
業
務
の
両
立
は
体
力
的
に
も
精
神
的
に
も

負
担
が
大
き
く
、
社
員
、
組
合
員
の
努
力
に
よ
っ
て

安
全
・
安
定
輸
送
が
確
保
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
不
当
労
働
行
為
と
捉
え
ら
れ

か
ね
な
い
事
象
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
し
て
い
ま

し
た
が
、
未
だ
に
職
場
に
お
い
て
一
部
管
理
者
か
ら

不
適
切
な
言
動
が
行
わ
れ
て
い
る
実
態
も
明
ら
か
に

な
り
看
過
で
き
ま
せ
ん
。

　
中
央
本
部
は
代
議
員
発
言
に
踏
ま
え
、
職
場
に
お

け
る
課
題
を
解
消
し
、
組
合
員
が
安
心
し
て
働
け

る
、
安
全
第
一
で
風
通
し
の
良
い
職
場
を
つ
く
り
出

す
た
め
に
、
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

「第41回定期大会発言等に基づく申し入れ」を提出！申１号

安全安全をを最優先最優先に、に、

夏季輸送夏季輸送をを無事故無事故でで乗り切ろう！乗り切ろう！

１． ＪＲ東日本およびグループ会社・パートナー会社等で発生する事故・事象に対する原因究明を行い、
世代交代や各種施策等の過程における教育・訓練・人材育成等の課題を明らかにし、技術・技能継承
を確実に行い、安全第一の職場風土を構築すること。

２． 現業機関において企画業務や委員会・プロジェクト等を行うにあたり、個人貸与のタブレットの取扱
い方法及び労働時間管理を適正に行うこと。

３． 現業機関における委員会・プロジェクト等について、複数の兼務等により個人の負担が増加している
実態を把握するとともに、組合員の安全と健康の確保を行うこと。

４． 不当労働行為と捉えられかねない事象やハラスメントが未だに発生していることに対し、一部地方に
おいては労使議論になっていることを本社として重く受け止め、組合員が安全で安心して働ける風通
しの良い職場風土を確立すること。

申
し
入
れ
項
目

全組合員の皆さん！
・ 「命」を最大の価値基軸に、

安全・安定輸送を確保して

いこう！

・ 小さなことも見逃さず、何

かあったら、本部・地本・

支部・分会・近くの役員へ「報

告・連絡・相談」をしよう！

・ 中央本部は地本と連携し、

必要があれば、問題の解決

を求め団体交渉を行ってい

きます！

　警報級の大雨、そして30℃を超す猛暑の中、各系統での安全と安定輸送
業務、お疲れさまです。
　連日の酷暑の影響のためか、事故・事象が多く発生しています。一方でオ
ミクロン株が「BA.5」へ置き換わり、7月に入り感染が急拡大、第7波への
対応も喫緊の課題です。
　職場での安全議論は十分でしょうか？ また、熱中症対策、感染症対策は
万全でしょうか？
　「命」を絶対の価値基軸に、無理せず、全ての判断を「安全第一」に、問
題点があれば職場活動を通じて解決を目指していきましょう！




